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1.DXに関するトップメッセージ　 　　 

【DXに取り組む背景】 

時代の変化の中で、ダスキンの掃除用具もクロスからモップに変化して、床を拭く物からハンディモップに変化したように、お
客様のライフスタイルにあわせた製品・サービスも進化し続けています。 

コロナ禍を経て、お客様の関心は「きれい」から「健康」へとシフトしました。さらに、少子高齢化が進む現代において、お客様
のライフスタイルはますます多様化しています。これは、私たちにとってお客様とより深く、長くお付き合いできるチャンスだと
捉えています。 

この機会を活かすため、私たちはDXを加速させます。既存システムの連携強化やデジタルツールを活かした業務の生産性
向上はもちろんのこと、生成AIなどを活用して、これまで見過ごされてきたお客様の隠れたニーズやインサイトを捉えます。
デジタル技術を通じてお客様理解を深め、期待を超える価値を提供することで、新たなビジネスモデルを構築していきます。 

【社長が目指すビジネスモデル】 

私たちは、デジタル技術の活用を通して、多様化するお客様の声に耳を傾け、データ解析によって明確となったライフスタイ
ルに合わせて、もっともふさわしく衛生的で、快適な暮らしをご提案し、お客様の満足度を向上していきます。 

そして、県内シェアNo.1、もっとも提案力のあるダスキン代理店を目指しDXを推進してまいります。 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2.経営理念・経営ビジョン  

【経営理念】 

私たちは 

お客様に喜ばれる仕事を通じて  

お客様と地域社会の発展に貢献し  

自らが成長することにより  

広く社会に奉仕する  

【経営ビジョン】3年～5年後にありたい姿 

当社はデジタル技術を活用して、お客様おひとりおひとりのライフスタイルに合わせて、より衛生的で、快適な暮
らしをご提案する力のある会社になりたいと考えています。  

そのために、お客様の情報を的確に把握・分析すると共に、新たに生成AIなどを活用して、提案の質とスピード
を向上させます。また、社内では、スケジュール管理をはじめとする業務プロセスのデジタル化をさらに促進し、
業務の属人化改善と生産性向上を実現します。これらにより、お客様一人ひとりに寄り添う時間を創出し、ご要
望に的確にお応えしてまいります。  

そして、「きれいと健康を科学する」というキャッチコピーのもと県内シェアNO.1となり、もっとも提案力のあるダス
キン代理店を目指します。  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3.DX戦略（DXステップ）  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経営ビジョン達成のために、下記のようなステップでデジタル化やデータ活用、社内変革を推進するためにDXに対

して売上の1％を投資します。  

 

DX推進ステップ  

●戦略①提案力向上  
　既存システムの見直し
　業務プロセス改善  
・ルッカースタジオで　 　　                  
   営業数字管理  
・スケジュール管理の高度　         　
化 
●戦略④デジタル人材育成  

・定期的な社内勉強会の実施  

●戦略②データ分析力向上  
→地域マッピング
　年齢、性別、戸建等の情報、お　客
様の声（アンケート）  
→情報の一元化  
　Looker Studioで統合的に可視化  

●戦略③情報発信力向上  
　HP改善、SNS発信強化  
・電子マニュアル、ナビ作成  
・WEBを使った商品アピール  

 
 
県内シェアNO1、もっとも提
案力のあるダスキン代理店
へ 
 
お客様に対して、その人の　
ライフスタイルに合わせて、
もっともふさわしく衛生的で、
快適な暮らしをご提案　する
会社となる。  
 
 

2025年の私たち
2028年の私たち

2030年の私たち



3.DX戦略  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経営ビジョン達成のために、顧客のニーズに寄り添い個人のライフスタイルや価値観に合った、衛生的で、快適な

暮らしをご提案できる会社になるため、以下のDX戦略に取り組みます。  

・顧客情報からライフスタイル・価値観把握  
・ライフスタイルに合わせた商品提案力  
→潜在的なニーズを発見し、提案に活かす  
・Instagram等で若年層への商品を普及  
→短く分かりやすい動画で認知度向上  

・iPad（社員所持）の活用  
→営業や顧客対応の属人化防止  
　HP改善、SNS、動画発信強化
・電子マニュアル、ナビ作成
・WEBを使った商品アピール・ファン化

・情報の一元化： 日報、マイページ、顧客情報等の
各種データをGoogle Workspace上で連携・整頓し、
Looker Studioで統合的に可視化 できる基盤を構築
する
・データに基づくエリア戦略：地域マッピングと各種
データを掛け合わせ、科学的根拠に基づいた営業戦
略を立案・実行する  

戦略①提案力向上   戦略③情報発信力向上  

戦略②データ分析力向上  

・定期的な社内勉強会の実施とDX推進委員会の活
動活性化 
→全社員のデジタルリテラシーの底上げと「学び続
ける文化」を醸成する  
・実践的なスキル習得の支援
→ツールの習熟度向上を目的とした研修を実施す
る

戦略④デジタル人材育成  



4.体制・人材育成  

代表取締役  
実務執行総括責任者  

ケアサービス部 

ビジネスサービス部  

ホームサービス部 

営業部 

営業サポート部 

ヘルスレント部 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DX推進委員会 

DX推進委員会を設置し、DX実行総責任者（社長）を中心としたDX専任担当者を配置
し、専任者から各担当部署に横展開し、デジタル技術を活用したDX及びデジタル人
材の育成を推進してまいります。DX推進委員会は、定期的に実施し目標値と実績の
状況を確認しながら運営します。 
 
基本的なデジタル人材の育成は、IT活用推進チームが主導する定期的な社内勉強
会を通じて、ルッカースタジオの活用方法や生成AIの業務応用例などを共有し、全社
的なスキルアップを図ります。 

IT活用推進チーム 



5.デジタル技術、環境整備  

既存システム  取り組み内容  いつまでに、何をする？  担当 

Google Workspace 
重複しているアプリケーションの見直し、 
データ活用 

2028年までに継続改善 

IT活用推進チーム 

情報発信SNS  SNSで定期的な情報発信  2030年までに継続改善 

ルッカースタジオ 
全員が数字を見て活用できる状態を目指し、技
術者の育成を継続 

2030年まで継続 

日報革命 
報告フォーム（営業内容・顧客ご要望）の継続的
な見直しと改善 

2028年までに継続改善 

マイページ  お客様の声・競合情報・サービス内容  2028年までに継続改善 

新規システム  取り組み内容  いつまでに、何をする？  担当 

生成AI (Gemini等) 
提案書・セールストーク作成への活用、業務効
率化・客観的なインサイトを得る 

2025年までに開始  IT活用推進チーム 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当社は、DX推進のために下表にデジタル技術の導入や環境整備に取り組みます。



6.数値目標（KPI）  

戦略  何を、どのように実施するか  いつまで 目標値

戦略① 
提案力向上

1. 顧客情報からライフスタイル・価値観を把握し、潜在
ニーズを提案に活かす

2028年までにマイページを活用
し顧客台帳に反映

顧客台帳への
反映100％

2. 生成AIを活用し提案力を強化
2028年までに
成約率をアップ

2025年と比較し10％
アップ

戦略② 
データ分析力向上

3. 地域マッピングの実施
2026年　
エリアマップ作成

エリアマップ作成
完了

4. 情報の一元化と Looker Studioでの可視化基盤を構
築する

2028年までに、Looker Studioで
の統合ダッシュボード構築

構築100％

戦略③ 
情報発信力向上

5. HPで情報発信をする
2028年　
HPからのお問い合わせ数増加

2025年と比較して
お問い合わせ数30％アッ
プ

6. Instagram等の動画で若年層への認知度向上を図
る

2028年までに若年層の認知度
を上げる

2025年と比較し30％
アップ

戦略④ 
デジタル人材育成  

7.定期的な社内勉強会を行い、デジタル人材を育成す
る

2030年まで
デジタル人材育成人数
20人 8 

当社は、ＤＸ推進の達成状況を測る指標として下記を定めます。 
毎年 年2回実行計画アセスメントを行ったうえで、その結果を反映し各チームで実行計画を見直し、月に1回評価を行いながら実行
計画目標を達成するように工夫していきます。 


